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　=== 気候の研究 ===
数値モデルによる気候の研究を

行っています。気候は複雑なシス

テムですので、それを構成する様々

な要素をひとつずつていねいに調

べることが必要です。そのための

観測や人工衛星データの解析など

も行っています。

主なテーマ

＊ 気候モデルを用いて地球温暖化

に関係した数値実験を行っていま

す。植生の変化が気候に与える影

響も調べています。

＊ 都市気候などの研究には、精

密数値モデルの開発が必要です。

1km程度の大きさの大気中の複雑

な現象まで表現できる数値モデル

の開発を行っています。

＊衛星データの蓄積によって惑星

気候の研究も可能になりました。

火星のダストストームが気候に与

える影響などを調べています。
火星において人為的にダストを大気中に放出した時の
ダストの光学的厚さの分布。Hellas 盆地北東端からダ
ストを放出した場合です。

カンボジアでの洪水を空から見ました。画面中、白っぽ
く写っている広大な領域が洪水の被害地域です (2006
年 7月、カンボジア シェムリアップ市 )

熱帯線状降水システムの再現実験 : 1993 年 2月 23日に東

経 160 度，南緯 9度で観測された降雨システムを数値実

験により再現しました。 数値実験によって、雲内で起きて

いることを推論することができます。
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＊東南アジアモンスーン地域に

独特な降雨システムを研究して

います。熱帯での雨の降り方は

日本とはかなり違います。 現地

気象台と協力して、さまざまな

地点の雨量やレーダーのデータ

を収集しています。

＊ 熱帯域の積雲活動の解析。

2006 年には、宇宙からさらに

雲活動をよく観測できる衛星が

観測を開始し、新しい成果が期

待されています。

＊東アジア地域における物質輸

送の研究。 東アジア地域におけ

る自然起源や人為起源のエアロ

ゾル粒子の輸送過程が気象現象

とどのような関係にあるのかを

研究しています。

人工衛星で宇宙から地球を見ると，雲
のてっぺんしか見えません．これでは，
どこにどんな雨が降っているかが正確
に分かりません．
2種類の赤外線を観測すれば，雲の種
類を推測でき，雨や風の状態を知るの
に役立ちます．

東南アジアでの観測風景。アジア各国との共同観測に
よってモンスーンの解明をめざしています。

研究室ホームページ
http://www-clim.kugi.kyoto-u.ac.jp

2002年3月18日に衛星によってとらえられた黄砂現象。

中国の砂漠地域で巻き上げられた黄砂粒子が日本の上空

に輸送されてきているのが認められます。(NASA Web 

Page より )


